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□ 有効性
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□ 有効性
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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

所管
室課

事業名

11,955
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 99.6 99.1 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

　青少年の学習活動と保護者の子育て等を支援し、青少年の健全育成と人権教育の推進を図る
ため、青少年クリエイティブセンターにおいて事業を実施した。
主催事業件数
(１)学習活動推進事業
　 令和３年度  26件　　令和２年度  21件　　令和元年度   17件
(２)交流推進事業
　 令和３年度  ８件　　令和２年度  ８件　　令和元年度   10件
(３)子育て支援事業
　 令和３年度  ５件　　令和２年度  ５件　　令和元年度   ５件
(４)情報提供事業
　 令和３年度  ２件 　 令和２年度  ２件　　令和元年度   ２件

決算額　(千円) 9,439

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　昭和56年（1981年）に建設されてから40年が経過
し、電気、機械、空調設備等の老朽化が進行してい
る。そのため、直近では空調設備、屋上防水及び外
壁改修工事を実施した。今後も利用者が日常的に安
全かつ安心して利用できる施設改修を優先的に行っ
ていく。
　平日の運動広場利用者が少ないことが課題となっ
ており、今後は地域の学校、園、団体と連携するこ
とで利用者増に取り組む。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

青少年クリエイティブセンター 事業名 青少年クリエイティブセンター主催事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　利用者同士の交流を深め、利用者の人権感覚を高
める事業を継続することが重要となっている。
　中学生の事業参加が少ないことが課題となってい
るため、ニーズを把握し、それに応える事業を検討
する。また、運動広場を利用しての事業が少ないた
め運動広場を利用した事業を立案していく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の比率（％） 99.9 99.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

青少年クリエイティブセンター管理

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

　青少年の学習活動と保護者の子育て等を支援し、青少年の健全育成と人権教育の推進を図る
ため、青少年クリエイティブセンターを管理し、施設を良好な状態に維持した。
施設利用者数
(１)青少年会館
　 令和３年度   9,966人　　令和２年度   9,364人　　令和元年度  23,534人
(２)体育館
　 令和３年度  11,884人　　令和２年度  13,844人　　令和元年度  19,861人
(３)運動広場
　 令和３年度  11,953人　　令和２年度  12,496人　　令和元年度  28,446人
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止による休館等のため、利用者数は減少した。
　令和３年度は令和２年度と比較して、午後９時までの利用時間を午後８時までに短縮した期
間が長かったため社会人などの利用者数が減少したこと、社会人を指導者とする団体などの利
用が減少したこと、バスケットボールやバドミントンなどの運動系の主催事業を中止した期間
があったことから利用者数が減少した。

決算額　(千円) 36,785

事業概要

青少年クリエイティブセンター運営

管理事業 青少年クリエイティブセンター事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

青少年クリエイティブセンター 事業名 青少年クリエイティブセンター管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 431 施策 青少年の健全育成

53,739
※課題があるものは■
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